


小谷小学校

旭小学校

(仮称)サウスA小学校

(現 南小学校)

寒川小学校

(仮称)サウスB中学校

(現 寒川中学校)

旭が丘中学校

寒川町立小・中学校適正化等の結論

◆学校規模
・２０５８年まで適正な規模を維持（各学年、小学校２クラス以上・中学校３クラス以上）
・2059年以降に１学年１クラスとなる小学校の発生が予想される
➡将来的に通学区域の見直しが必要となる可能性がある

◆通学条件
・全小中学校で概ね適切な通学距離の範囲内
・児童生徒数の減少見込みが緩やかとなった南西部地域に学校を配置

◆地域の配置バランス
・災害時の避難所等の地域の拠点としてもバランスよく配置

◆施設の機能
・学校の多機能化、複合化を図るためには、できる限り早い時期の建て替えが必要

◆整備経費
・長寿命化等を実施するための費用が別に発生する可能性
（教育施設以外の公共施設の再編を考慮し、建て替え時期等を見直した場合）

◆財政状況等
・非常に厳しい財政運営を求められるが、資金不足になることなく行財政運営が可能
・未配置校の２校中、市街化調整区域にある１校の用地売却収入が得られない

※文部科学省設置の有識者会議「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」最終報告より抜粋
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寒川小学校
旭小学校
小谷小学校
南小学校

旭が丘中学校

寒川東中学校

コミュニティ・スクール

小 中 一 貫 教 育

少 人 数 教 育

小・中間の環境変化によって不登校の増加などの課題が生じる「中１ギャッ

プ」の解消や、小・中が共通の目標を持ってより系統的な教育ができるよう、義

務教育９年間で一貫した教育課程の編成を目指します。

保護者や地域住民が学校運営に参画することを通じて、学校の教育方針や

教育活動に地域のニーズを的確に反映し、学校と地域が協働して取り組むこと

で、その地域ならではの創意工夫を生かした特色ある学校づくりを進めます。

国の法改正により、令和７年度末まで段階的に、公立小学校の学級編成の上

限が35人となることをうけ、一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな指

導と、安全・安心で多様な教育環境の整備に努めます。

新しい学校の「かたち」づくり

再編整備推進に係る検討及び配慮事項

ハード面（校舎） ソフト面（教育）

１年目 新校舎建て替え基本設計 （仮称）学校再編準備委員会の設置（重要事項の検討等）

２年目 新校舎建て替え詳細設計 統合に関する方針・計画の策定

３年目
学校間の調整・準備

児童・生徒の交流

４年目
新校舎建て替え工事 通学路・カリキュラム・学校指定品・

学校行事等の検討他

５年目
新校舎外構工事
新校舎へ引っ越し

6年目
新校舎供用開始（4月～）
既存校舎等解体工事

新校舎通学開始（4月～）

新しい時代の学び舎のイメージ

■跡地利用の検討
未配置となる学校敷地の
利活用の可能性が出た場合
には検討の場を設置

■教育に資する基金への積み立て
学校敷地の売却による財源は、その時代に
ふさわしい教育活動の財源として活用

■通学時の安全
安全・安心に通学できるよう、

通学手段や通学時の安全確保の
検討

■伝統の継承
学校の伝統や地域の

愛着を継承

■児童・生徒への配慮
子どもたちの不安を理解し
取り除いていくための相談体
制等の整備

■地域への配慮
地域活動の拠点として
必要な機能を確保

Ｂ案を学校の再配置場所として、
学校適正化等を進めていきます。

学校再編の標準的なスケジュール例
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